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平成２４年度 公益財団法人武蔵野市子ども協会事業計画書 

 

 

Ⅰ．事業の概要について 

 

【公益財団法人としての公益目的事業の内容】 

 武蔵野市における子どもの育成活動、並びに子育て全般を支援する事業 

 

【事業の趣旨】 

 当協会は、子育て支援施設のほか認可保育所及び認定こども園、将来的には青少年施設などを設置運

営し、出資者である武蔵野市の子ども育成活動全般を支える機関となり、武蔵野市の長期計画や子ども

プランの実現に向けて、武蔵野市や民間事業者、地域住民、利用者と連携した子どもの育成を行い、そ

の知識及び経験を市民に普及し、市民が安心して子どもを生み育てることができる環境づくりや育児等

における子育ての支援に寄与することを目指します。 

 

【事業の内容】 

 武蔵野市における子どもの育成活動、並びに子育て全般を支援する事業として、次の事業を行います。 

 

 ※法人の施設、組織及び体制等については、資料１のとおり。 

 

 

１．０１２３事業 

 

 子育て支援施設・武蔵野市立０１２３施設（０１２３吉祥寺・０１２３はらっぱ）の管理運営を行い、

下記（１）～（４）の事業を実施します。 

  

 委 託 元：武蔵野市（指定管理委託） 

 施 設 名：武蔵野市立０１２３吉祥寺（武蔵野市吉祥寺東町２－２９－１２） 

      武蔵野市立０１２３はらっぱ（武蔵野市八幡町１－３－２４） 

 対  象：原則武蔵野市に住む０～３歳の子どもとその親 

利用料金：全ての事業で無料（市外の方は利用者カード代150円を初回に負担。他に、地域交流事業

の協働事業で地域団体の実費分300～2000円程度参加者負担有）。 

開館日時：０１２３吉祥寺 ・・・火～土曜、０１２３はらっぱ ・・・日～木曜 

※いずれも午前９時～午後４時（こどもの日を除く祝日と年末年始は休館）。 

 

（１）ひろば事業 

 保護者の育児不安の解消、虐待予防のために、保育資格等を持つ専門スタッフが見守る中で、子ども

同士・保護者同士の交流が生まれ子育てについて学び合えるように、施設全体を利用者に開放します。

また、子どもを中心とした親子の集まり、または、保護者同士の学習・交流・相談・情報交換等のため

に、イベントや事業が無い日に限り、無料で学習室等の施設の貸し出しを行います。 

・ワイワイタイム ・初めての利用者説明会 ・おはなしタイム ・プール遊び など 

 

（２）つどい事業 

 ひろば事業での交流を目的別に深める事業で、時間と場所を定めて実施します。 

・「年齢別ひろば」（０・１歳児は月３回、２・３歳児は月１～２回程度）・講演会・講習会など 
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（３）相談事業 

 保育士・幼稚園教諭等の資格をもつスタッフが、利用者から日常的に子育て全般の相談を受ける他、

理学療法士、作業療法士、管理栄養士、看護師等が専門的な子育ての相談に応じます。その他に、子育

てについて同じ悩みを持つ親同士、教育・心理の専門家を交えて考え語り合う会を実施します。 

 

（４）地域交流事業 

 年１回のお祭りイベントのほか、親子への音楽演奏、読み聞かせなど、施設近隣地域の団体（音楽や

演劇活動をする団体等）から提案された自主的な子育て支援事業などを協働で実施します。 

 

※各施設の具体的な事業計画表は、資料２・３のとおり。 

 

 

２．おもちゃのぐるりん事業 

 

 武蔵野市立みどりのこども館内の子育て支援スペースにおいて、武蔵野市内に住む未就学児とその保

護者を対象に、気に入ったおもちゃで子どもと保護者が一緒に自由に遊ぶことにより、親子の「きずな」

を育む楽しい時間を過ごせる場を提供し、下記（１）～（４）の事業を実施します。 

 

利用料金：全て無料 

開館日時：火～土曜日の午前10時～午後４時（祝日は休み） 

 ※社会福祉法人武蔵野からの受託事業。 

 

（１）遊び場事業 

親子で自由に遊ぶほか、おもちゃをテーマに分けて紹介等していきます。開館全日実施。 

 

（２）イベント・地域交流事業 

 おもちゃに特化したイベントや専門家による講演会などを年３～４回行います。 

 

（３）相談事業 

 スタッフが、随時、子育て相談全般を受け、必要に応じ隣接の療育相談室「ハビット」に繋げます。 

 

（４）貸出し事業 

 毎週水曜日に、おもちゃを貸し出します。 

 

  ※事業計画予定表は、資料４のとおり。 

 

 

３．認可保育園に関する事業（千川保育園、北町保育園） 

 

 当協会では、武蔵野市の「第三次子どもプラン武蔵野」及び「新武蔵野方式による公立保育園の設置・

運営主体変更に関する基本方針｣に基づき、平成23年度に市立保育園９園のうち千川保育園と北町保育

園の２園を市から移管を受け、運営を開始しました。 

２園については、土地は市から30年間の無償貸与、建物、工作物、物品については無償で譲渡を受け、

当協会立の民設民営の認可保育園として各事業を実施しています。 

両園には、新武蔵野方式の取り組みとして、市の派遣職員を受け入れており、移管による保育士等の

職員の入れ替えは最小限にとどめられています。また、運営主体の変更により新たに得られた財源を基
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に、保育の質の向上を目指し、各園３名の非正規職員の正規化を行いました。そして、市立保育園同様

の保育水準を保つため継続して市より必要な財政援助を受けます。 

北町保育園は、水害対策及び待機児対策のため、平成25年４月を目途に移転改築を行います。そのた

め、平成24年度は改築工事を行います。 

 

  園    名：公益財団法人武蔵野市子ども協会千川保育園（武蔵野市八幡町１－４－３） 

         公益財団法人武蔵野市子ども協会北町保育園（武蔵野市吉祥寺北町１－２３－１７） 

  保育所の種類：認可保育所（児童福祉法に基づいた児童福祉施設） 

  内    容：保護者が就労や病気などの理由により子どもの保育にあたることができない場合に、

子どもをお預かりし保護者に代わり子どもを保育する。詳細は次の（１）～（４）

のとおりです。 

 

（１）保育事業 

対 象：０歳児から５歳児まで 

定 員：96名（１園あたり） 

基本保育時間：平日午前８時30分～午後４時30分、土曜午前８時30分～正午 

休園日：日曜日、祝日、年末年始。 

保育料：武蔵野市によって定められ、所得に応じて変わり最高額は３歳未満児月額57,100円、３歳以

上児月額28,300円となりますが、利用者から武蔵野市に支払われます。 

＊当協会における利用者からの収入は延長保育費（月額2500円予定）のみ。 

その他：早朝保育（午前７時30分から）、夕方保育（午後６時30分まで）、延長保育（午後７時15分

まで）、障がい児保育を実施します。 

 

（２）地域子育て支援事業 

 保育園近隣に在住の保護者らを対象に下記の事業を行います。 

・「あかちゃんの広場」（月１回程度）：０歳児期のあかちゃんを子育てしている保護者が集い、保

育士らが子育ての悩み相談に対応します。 

・「プレママのひろば」（月１回程度）：妊娠期の女性に対して出産後の具体的な子育てについてア

ドバイス・相談を行います。 

 

（３）地域交流事業 

 近隣の小中学校や高校、大学との交流を行い、地域の人材の協力を得て実施するなど地域と連携した

様々な健全な育成のための事業に取り組みます。 

・運動会のお手伝い、スポーツの指導、預かり保育でボランティアとして参加 等 

 

（４）その他 

 ・地域の子育て拠点としての準備 

 ・子育てフェスティバル事業のサポート 

 

  ※各施設の事業計画は、資料５・６のとおり。 

 

 

４．認定こども園保育所型に関する事業 

 

 平成23年度末に廃園の武蔵野市立境幼稚園の跡地に、平成25年度から認定こども園「境こども園」を

開設するため、その準備を行っています。 
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平成23年度は、先行採用した職員を市立保育園に派遣し、市と連携して人材育成を行ったほか、建物

の実施設計等を行いました。 

平成24年度は、「境こども園（仮称）準備担当」を配置するほか、市から跡地の無償貸与を受け、園

舎の新設工事を実施します。また、廃園する境幼稚園と新設する境こども園との空白期間を埋め、幼児

教育の継続性を維持する「プレこども園事業」を武蔵野市からの委託事業として実施します。 

 

＜プレこども園事業について＞ 

委 託 元：武蔵野市（児童青少年課） 

実施場所：桜堤児童館２階（武蔵野市桜堤２－１－29） 

対  象：境１～５丁目、関前１丁目９～10番、関前５丁目、桜堤１～３丁目に保護者と一緒に在

住の児童 

利 用 料：１ヶ月につき１万円（年額12万円を武蔵野市が徴収） 

 保育時間：午前９時～午後２時（水曜のみ９時～11時30分） 

 休 園 日：土・日曜日及び祝日、年末年始（夏季・冬季・春季休業日有） 

 教育目標：人間尊重の精神のもとに充実した生活ができる主体的な幼児を育てる。 

      ・豊かに表現する子ども  ・思いやりのある子ども  ・遊びを楽しむ子ども 

      ※境幼稚園から引き継ぐ教育の特色 

      ○幼稚園教育要領に基づく年間計画による教育の実施 

      ○ティームティーチングによる指導の充実 

      ○遊びを大切にした教育内容 

      ○地域との連携 

 

 

５．研究・啓発事業 

 

 武蔵野市と協力しながら、子ども関連事業についてのモデル研究を行い、成果をガイドラインとして

公表し、それを武蔵野市内の諸施設に普及できるよう、下記の啓発事業を行います。 

 

（１）保育サービス研究・啓発事業 

  平成 23 年度は、市と協力して市内の公立・民間をすべての認可保育園に適用する「武蔵野の保育

ガイドライン」を作成しました。平成 24 年度は、ガイドラインの周知・活用を図るため、市と協力

して合同研修等を行い、武蔵野市内の保育施設のモデル的な役割を果たします。 

   

（２）幼児教育研究・啓発事業 

  平成 25 年に開設する「境こども園」が、武蔵野市内の保育・幼児教育施設のモデル的な役割とな

るため、武蔵野市と密接な連携のもとに｢武蔵野水準｣の研究をともに行います。 

  平成 24 年度は、新たに配置される「境こども園（仮称）準備担当」が中心となり、同園での保育

計画等について具体的な検討を行います。また、市で設置する「幼児教育振興研究委員会（仮称）」

にも関わっていきます。 

 

６．サービス連携事業 

 

 ０１２３事業、おもちゃのぐるりん事業、保育園事業、認定こども園事業の各職員が各施設に相互に

出向き、人的・物的資源を共有及び活用しながら、サービスの質の向上、職員の資質・専門性の向上を

図ります。 

・平成24年度は、前年度から実施している、「事務連絡会議」を充実させるとともに、相互の研修、イ
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ベント等への参加も図ります。 

 

７．情報提供事業 

 

 （１）０１２３施設での情報提供 

・ホームページでの情報提供 

・施設内の掲示板にイベントスケジュールのチラシを掲示 

・閲覧用の子育て関連の図書・雑誌を図書コーナーや談話室に用意 

・手遊びや児童図書、食事作り、行事予定、利用者からの声などを掲載 

・情報誌「０１２３だより」を関連施設で市民向けに配布 

・施設内の情報交換掲示板で、利用者同士による子育て用品のリサイクルや子育て中の親同士で交流

する料理教室などについて情報交換する場を提供 

 

（２）おもちゃのぐるりんでの情報提供 

・ホームページでの情報提供 

・施設内の掲示板にイベントスケジュールのチラシを掲示 

・閲覧用の子育て関連の図書・雑誌を図書コーナーや談話室に用意 

・手遊びや児童図書、食事作り、行事予定、利用者からの声などを掲載 

・情報誌「おもちゃのぐるりんだより」を関連施設で市民向けに配布 

・ブログを活用し、施設内の様子を随時情報提供 

 

（３）保育園での情報提供 

・ホームページでの情報提供 

・施設内の掲示板及び園だより等での情報提供 

・壁新聞での情報提供 

・ツイッターを活用し、施設内の様子を随時情報提供 
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資料１ 

 

１．施設について（施設の基本情報及び規模） 

（１）０１２３施設について 

 ０１２３吉祥寺 ０１２３はらっぱ 備考 

住 所 吉祥寺東町２－２９－１２ 八幡町１－３－２４  

電 話 番 号 0422－20－3210 0422－56－3210  

開 館 日 平成４年 11 月 10 日 平成 13 年５月５日  

敷 地 面 積 ６６１．５２㎡ １，７６４．００㎡ 規模比較約 2.7 倍 

建 築 面 積 ２９６．１８㎡   ６９２．９６㎡ 規模比較約 2.3 倍 

延 床 面 積 ５２２．７６㎡   ８８８．６１㎡ 規模比較約 1.7 倍 

土地及び建物の所有者 武蔵野市 武蔵野市  

市 の 担 当 部 署 武蔵野市子ども家庭課 武蔵野市子ども家庭課  

 

（２）おもちゃのぐるりんについて 

 おもちゃのぐるりん 備考 

住 所 緑町２－６－８武蔵野緑町二丁目第３

アパート１階みどりのこども館内 

 

電 話 0422－37－2016  

開 館 日 平成 22 年７月 10 日  

延 床 面 積 ７１．４１㎡  

所 有 者 武蔵野市  

業 務 委 託 者 社会福祉法人武蔵野  

市 の 担 当 部 署 武蔵野市障害者福祉課  

 

（３）保育園について 

 千川保育園 北町保育園 

住 所 八幡町１－４－１３ 吉祥寺北町１－２３－１７ 

電 話 ０４２２－５１－８４７８ ０４２２－２１－６６８１ 

(公立時の開園日) 

開 設 日 

（昭和 30年４月１日） 

平成 23 年４月１日 

（昭和 51年４月１日） 

平成 23 年４月１日 

定 員 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 

３名 15 名 18 名 20 名 20 名 20名 ３名 15 名 18名 20 名 20名 20 名 

建 築 構 造 鉄筋コンクリート２階建 鉄筋コンクリート２階建 

敷 地 面 積 １４８７．６１㎡ １，６９０．０４㎡ 

延 床 面 積 ８３０．１５㎡ ８３０．８７㎡ 

所 有 者 建物：公益財団法人武蔵野市子ども協会 

土地：武蔵野市 

建物：公益財団法人武蔵野市子ども協会 

土地：武蔵野市 

市の関係部署 武蔵野市保育課 武蔵野市保育課 

備 考 建物は、武蔵野市から無償譲渡 

土地は、武蔵野市から無償貸与 

建物は、武蔵野市から無償譲渡 

土地は、武蔵野市から使用許可 

※移転改築後から無償貸与に。 
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※工事中施設の概要について 

 北町保育園 境こども園 

開 設 予 定 地 武蔵野市吉祥寺北町１－23－17 

（吉祥寺１丁目763番３の一部、783番12） 

武蔵野市境４－11－６ 

（境４丁目1098番５、1100番３、1100番６、1100番９） 

工 事 の 種 類 増改築工事 新築工事 

工 期 平成24年２月８日～平成25年２月28日 平成24年２月29日～平成25年３月８日 

建 築 構 造 鉄筋コンクリート２階建 鉄筋コンクリート２階建 

敷 地 面 積 ２，０６２．７５㎡ ２，２１４．０３㎡ 

延 床 面 積 １，４４８．２０㎡ １，６７２．２９㎡ 

設 計 業 者 共同設計株式会社 株式会社国設計 

建築工事業者 株式会社丸二 沖島工業株式会社 

電気設備工事業者 大東電設株式会社 武蔵野営業所 大坪電気株式会社 西東京営業所 

機械設備工事業者 横河東亜工業株式会社 武蔵野営業所 アネス株式会社 多摩支店 

工 事 監 督 者 武蔵野市施設課 武蔵野市施設課 

所 有 者 建物：公益財団法人武蔵野市子ども協会 

土地：武蔵野市（無償貸与） 

建物：公益財団法人武蔵野市子ども協会 

土地：武蔵野市（無償貸与） 

工事後の定員 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 

12名 20名 24名 24名 24名 24名 ３名 10名 12名 12名 長12名 長12名 

短23名 短23名 

備 考  ※長…長時間保育、短…短時間保育。 

 

２．子ども協会の組織及び体制 

 

        評議員会 

 

 

 

 

 

理事会 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 ※（ ）内は、配置予定人数。 

評議員 

（８） 

理事長 

（１） 

常務理事 

（１） 

理事 

（４） 

監事 

（２） 

事務局長 

（１） 

武蔵野市立 

０１２３ 

吉祥寺 

（４） 

武蔵野市立 

０１２３ 

はらっぱ 

（５） 

 

おもちゃの

ぐるりん 

（２） 

 

事務局 

 

（６） 

 

千川 

保育園 

（２９） 

 

北町 

保育園 

（２８） 

 

プレ 

こども園 

（４） 

境こども

園（仮称）

準備室 

（２） 

 

公立保育園

派遣研修 

（２５） 
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評議員 ８名 

区 分 氏  名 職業・所属等 

評 議 員 会 田 恒 司 武蔵野市副市長 

評 議 員 河 邉 貴 子 聖心女子大学教授 

評 議 員 新 保 庄 三 社会福祉法人土の根会理事長 

評 議 員 田 島 信 元 白百合女子大学教授 

評 議 員 原   利 子 武蔵野市青少年問題協議会地区監事 

評 議 員 森 下 久美子 元武蔵野市立０１２３吉祥寺園長 

評 議 員 みなみらんぼう 武蔵野市教育委員 

評 議 員 米 山 俊 三 前武蔵野市立境南小学校長 

 

理事 ６名 

区  分 氏  名 職業・所属等 

理 事 長 筒 井 敏 晴 公益財団法人武蔵野市子ども協会理事長 

常務理事 青 木   稔 武蔵野市子ども家庭部長 

理  事 柏 木 惠 子 東京女子大学名誉教授 

理  事 小見山 葉 子 武蔵野市立０１２３はらっぱ園長 

理  事 髙 木 京 子 武蔵野市保育課保育サービス指導担当 

理  事 松 田 妙 子 ＮＰＯ法人せたがや子育てネット代表理事 

 

監事 ２名  

区  分 氏  名 職業・所属等 

監  事 中 野 哲 夫 一般財団法人武蔵野市給食・食育振興財団監事 

監  事 安 田  大 あすか会計事務所代表（税理士・社会保険労務士） 

 

職員数 １０６名 

事業所名 
正 規 職 員 

嘱託職員 計 
協 会 職 員 市 派 遣 職 員 

事   務   局 ( * )  ４名  ３名   ７名 

０ １ ２ ３ 吉 祥 寺  ４名    ４名 

０ １ ２ ３ は ら っ ぱ  ４名   １名  ５名 

お も ち ゃ の ぐ る り ん  ２名    ２名 

千 川 保 育 園  ８名 １６名  ５名 ２９名 

北 町 保 育 園  ８名 １５名  ５名 ２８名 

公 立 保 育 園 派 遣 研 修 ２５名    ２５名 

境こども園（仮称）準備室   ２名   ２名 

プ レ こ ど も 園  １名  ３名   ４名 

計 
５６名 ３９名 

１１名 １０６名 
９５名 

＊事務局長を含む。 

 

※職業・所属等は、平成 24 年４月１日（予定）のものです。



　

４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 １０　月 １１　月 １２　月 １　月 ２　月 ３　月

２８ ２６ ２３ ２８ ２５ ２９ ２７ ２４ １５ ２６ ２３ ２３

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

１０ ８ １２ １０ １４ １１ ９ １３ １１ ８ １２ １２

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

a２６・p２７ a５ a２９ p３・a４ a４・p５・a６ a２４・p２５・a２６ a５・p６・a７ a１５・p１６・a１７
a２９・p３０・a３１ a２６・p２７・a２８

a１３／ｐ２４ ａ１７／ｐ３０ a１２／p２７ a５／p２１ a８／p２３ a７／p２５ a１３／p２６ a１５／p２７ a４／p１２ a１６／p２４ a８／p２２ a２／p１２

１９ ２９ １５ １３ ８ １２ １６ １３ ２３ １３ ９

◎

１０・２０ １０・３０ ２０・３０父 １０・２０ ２０・◎講 １０・２０父・３０ ２０・３０ ２０ １０・３０ ２０・◎講 ３０

１１・２１ １・１１ １・２１ １１・２１・◎講 １父・１１・２１ １１ １・２１ １父・１１・２１ １１・◎講 1・２１ １・２１

２５ ◎講 ２２ １２ ２６ ◎講 ２２ １４ １９父 ２２ １３

◎

◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ビ ◎ ◎ビ

１０ ６ １１ ６ ７

１８ １３ １ １４ ６

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎

１０

◎ ◎

夏季ボランティア

防災訓練 企画委員会 防災訓練 アンケート 企画委員会

表＊印　：　ボランティアが関わる活動 　　　△印　：　市内他施設・他機関との連携 - 9 -

＊２歳・３歳ひろば   （毎月１回実施）

＊市内学生の受け入れ

（毎月）

　その他(０１２３連絡会議・理事会・企画委員会・アンケートの実施）

　ホームページによる情報提供 （随時）

地
域
交
流
事
業

　０１２３吉祥寺まつり

＊「０１２３」×地域 （年３回）

＊ボランティアがかかわる活動

＊市内他施設・他機関との連携（表△印）

　スタッフによるひろばでの相談 （随時）

　０１２３子育て談話室 ２回連続×３回

（随時）

　０１２３吉祥寺だよりの発行 （偶数月・年６回）

　 「０１２３通信」の発行 （年1回）

　授乳相談【ひろば】 第２水曜日

△理学/作業療法士が受ける発達相談【ひろば】 奇数月１回

情
報
提
供
事
業

　掲示板や図書による情報提供　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（随時）

　利用者同士の情報交換掲示板 （随時）

相
談
事
業

つ
ど
い
事
業

＊０歳ひろば　　（毎月１０日・２０日・３０日に実施）　　　　　

＊１歳ひろば　  （毎月　1日・１１日・２１日に実施)

　０１２３講演会 （年２回）

　乳幼児救急法講習会 （年３回）

　０１２３父親講座 （年１回）

　先輩ママと語ろう！ （年1回）

　イベント

　食事講座 （年２回）

　食・なんでも相談【ひろば】 （年５回）

　ＤＭはがきの発送

＊プール遊び　 夏季 ７/１７～８/３１

　初めての利用者説明会 (原則月２回）

＊リサイクル０１２３　 （原則月１回）

＊英語のおはなしタイム （原則月１回）

　トーク＆トーク (原則月１回）

（年４回）  スタッフと考えよう！

＊わらべうたの会 （原則月１回）

　季節の手作り会 （各季節ごと）

              （リズムの日） (毎週水曜日）

　お手玉の会 （第２火曜日）

＊おはなしタイム　 （原則月２回）

●子どもの姿を観察すると共に、発達に促した遊びを提供して
いく。
●大型遊具、手先で遊べる遊具ともに、年に１回を目安にして
変更を検討していく。
●館内、および遊具の清潔を随時心がける。
●日本の伝承文化や季節が感じられるような遊びを提供し、利
用者と共に楽しむ。
●地域で活動する方や、利用者の力を「ひろば」の催しの中で
活かし、参加者全員が楽しめるような行事を提供する。
●スタッフがときには「ひろば」の中で遊びを提案しリードする。
●子どもの遊びを通してのみならず、親自身が楽しいと感じら
れる時間を提供していく。

●「０１２３吉祥寺」で出している情報や、市内の諸施設につい
てスタッフが把握する。
●利用者のニーズに適切に対応できるようにしていく。
●掲示物の見やすい掲示を心がける。

＜年間行事予定＞
事　　業　　内　　容

　
　
ひ
 
ろ
　
ば
　
事
　
業

　わいわいタイム 火曜日～土曜日（１０：４５～１１：００）

              （誕生日のつどい） (原則第４土曜日)

平成２４年度　武蔵野市立０１２３吉祥寺　事業計画表
平成24年3月7日現在

ひ
　
ろ
　
ば
　
事
　
業

◎　スタッフが常に「ひろば」に気を配り、親子とかかわることで、「ひろば」を、利用者にとって安心でき、かつ頼れる場にしていく。　　※毎月の反省・予定時に必ず確認する。

利用者とのかかわり 相談 遊びの提供 情報提供

●利用者が「また来たい」と思えるようなかかわりを持つ。
●利用者の名前を覚え、ひとりひとり丁寧に声をかけるよう
に心がける。
●スタッフ間で「０１２３施設」としての子育て観を共有し、利
用者と接していく。
●子育てに不安や悩みを感じている親に対するフォローを
行っていく。
●利用者同士がつながっていけるような支援をしていく。
●それぞれのスタッフの個性に合ったかかわりの中で、親
の気持ちに添うことに配慮する。

●スタッフ間で情報を共有する。（講座中に知った情報や、研修
等で学んだ情報をスタッフ間で共有し、お互いのスキルアップを
目指す。）
●スタッフに気軽に相談できるような雰囲気作りを心掛ける。
●他施設との連携が必要な場合は、積極的に連絡をとり、対応し
ていく。
●たくさんの事例を元にして、さまざまな相談に応じられるように
していく。

kyokai6
テキストボックス
資料２




・親の悩みや不安を把握し、必要な支援を考える。

・親が自分で気づいて解決する力をつけられるように関わる。

＜年間行事予定＞
4　月 5　月 6　月 7　月 8　月 9　月 10　月 11　月 12　月 1　月 2　月 3　月

 　わいわいタイム

　　　（誕生日のつどい） 第4日曜日 22 27 24 22 26 23 28 25 16 27 24 24

 　お手玉の会 第2木曜日 12 10 14 12 9 13 11 8 13 10 14 14

＊童謡を歌おう！ 毎週月曜日 2・9・16・23 7・14・21・28 4・11・18・25 2・9・23・30 6・13・20・27 3・10・24 1・15・22・29 5・12・19・26 3・10・17・24 7・21・28 4・18・25 4・11・18・25

＊見て学ぼう！食事作り 原則第3木曜日 17 7 5 27 18 15 13 7 7

＊ぷちさんと作ろう！ 第4木曜日 26 24 28 26 23 27 25 22 27 24 28 28

＊ボランティアによるおはなし会 月1～2回 ぴ8・15 20 17 15 16 ぴ・21 18 16 20 17 17

　季節が感じられる催し こどもの日・自然遊び
とうもろこしもぎ2・
8/七夕

お月見 絵の具遊び
クリスマスおたのしみ
会18p・19・20p・24a

新春おたのしみ会
8

節分 ひなまつり

＊プール遊び 夏季

　初めての利用者説明会 月2回 8a／17p 8a／24p 6a／17p 9a／18p 7a／16p 9a／18p 4a／17p 12a／18p 12a／17p 7a／15p 5a／14p 6a／17p

　リサイクル０１２３ 原則月１回 5 16 19 29 6 23 14 9 17 18 19

　児童文化活動 年2回 ◎ ◎

＊0歳ひろば　　　　　　　　　 10日・20日・30日に実施 10 10・20・30 10・20 10・30 10・20・30父 10・30 20・講 10・20 10・20父・30 10・20 10・講

＊１歳ひろば　　　　 1日・11日・21日に実施 1・11 21 11・21 1父・11 11・講 1・11・21 1・11父・21 11 21 21・講 11・21

＊２歳・３歳ひろば 月1回 12 23 講 3 25 24 18父 18 講 12 5

　０１２３父親講座 年3回 13 14 3

　０１２３講演会 年2回 ◎ ◎

　乳幼児救急法講習会 年3回 ◎ ◎ ◎

　自然体験講座(親対象） 年1回 ◎

＊フォト講座 年2回 3・17 3・17

　スタッフが受ける相談（ひろば） 随時

　スタッフと考えよう！ 年4回 ◎ 2～3歳◎

　０１２３子育て談話室 2回連続×3回 　　　　　 ◎ ◎ 2～3歳◎◎ 　 ◎ 　◎

△理学/作業療法士が受ける発達相談(ひろば） 年6回 ◎理 ◎作 ◎理 ◎作 ◎理 ◎作

　食・なんでも相談　　 年5回月曜日 9 25 24 19 4

　授乳相談　　 　　　　 年5回水曜日 9 4 3 5 13

　掲示板や図書による情報提供 随時

　利用者同士の情報交換掲示板 随時

　０１２３はらっぱだよりの発行 偶数月 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

　通信「０１２３」の発行 年1回 ◎

　ＤＭはがきの発送 毎月

　ホームページによる情報提供 随時

　０１２３はらっぱまつり 年1回 5

＊「０１２３」×地域 年3回

＊先輩ママと語ろう！ 年2回 ◎

＊ボランティアが関わる活動（表＊印）

　市内他施設・他機関との連携（表△印） 随時

＊学生の受け入れ(小学生～大学生） 随時 夏季ボランティア

★ ★ ★企画委員会 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★企画委員会 ★
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ひ
ろ
ば
事
業

・スタッフに気軽に相談できるような雰囲気作りを心掛ける。・利用者一人一人に声をかけ、丁寧にかかわる。

・親同士をつなぐ役割を果たす。

相　　　談

　　日曜日～木曜日（10:45～11:00）＜毎週水曜日は、リズム遊びの日／第4日曜日は「誕生日のつどい」を実施＞

・スタッフ間で、「０１２３」としての子育て観を共有し、ときには親に提
案や助言を行なう。

ひ
　
ろ
　
ば
　
事
　
業

親とのかかわり

・日本に古くから伝わる遊びの文化を伝承していく。

◎スタッフが“ひろば”にいて親子とかかわることで、“ひろば”を利用者にとって安心でき、かつ、頼れる場にしていく。

遊びの提供

その他(園長会★・０１２３合同会議・企画委員会・アンケートの実施）

平成24年度　武蔵野市立０１２３はらっぱ　事業計画表              

・親が必要としている情報について把握する。

・スタッフ間で情報を共有する。 ・“ひろば”での子どもの姿をよく観察し、必要に応じて遊びの設
定を改善していく。

つ
ど
い
事
業

事　　業　　内　　容

・話をする機会を多く持つことで信頼関係を築いていく。

7/15～8/30

情
報
提
供
事
業

地
域
交
流
事
業

情報提供

・スタッフが、ときには“ひろば”の中で遊びを提案しリードする。

・親のスキルや子育ての経験を発揮できる機会を提供する。

・０～３歳の子どもの発達について学び、年齢に応じた遊びの
場を提供する。

・遊びを通して子ども同士をつなぐ役割を果たす。

・ひろばの安全面に気を配る。

相
談
事
業

・他施設との連携が必要な場合は、積極的に連絡をとり対応し
ていく。

平成24年2月22日現在

・季節が感じられる催しや伝統行事を利用者とともに楽しむ。

・子どもの成長を共に確認し、喜びを共感する。 ・スタッフが、市内の子育て関連施設について把握し、利用者
に対して適切な情報提供をする。

・情報コーナーについて、親のニーズに合った情報をいかにわ
かりやすく提供するかという観点から、内容・方法の見直しを行
なう。

・先輩ママや地域の方と利用者との交流を図る。
・さまざまな相談に対応していけるようにケース会議を行なった
り、判断に迷う事例などについては、スタッフ間で意見交換をし
たりしながらスタッフのスキルアップを目指す。

kyokai6
テキストボックス
資料３




平成24年度　おもちゃのぐるりん　事業計画表 平成24年3月14日　現在

開催日数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 １１月 12月 1月 2月 3月
（第２週火曜～1週間） 10～14 8～12 12～16 10～14 14～18 11～15 9～13 13～17 11～15 8～12 12～16 12～16

（随時）

（第４土曜日） 28 26 23 28 25 22 27 24 × 26 23 23

（年２回）

（年２回）

（年１回） ○

（年１回） ○

（随時）

（2か月に1回） ○ ○ ○ ○ ○ ○

（年2回）

（随時）

（奇数月） 24 ○ ○ ○ ○ ○

（随時）

（月1回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（月1回） 5 17 7 5 2 6 4 1 6 17 7 7

（随時）

（偶数月） 18 27 22 17 × 20

（随時）

（水曜日）

（年2回）
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避難訓練
　貸出し事業

そ
の
他 モニタリング調査、アンケートの実施

おはなしひろば（ボランティア）

ボランティアによる活動

地
域
交
流
事
業

出張ぐるりん

市内他施設・他機関との連絡

らびっとひろば

利用者とのかかわり
●気軽に相談できるような雰囲気づくりを
　心掛ける
●ハビットへの相談をにスムーズにつなげ
　られるよう対応していく

●おもちゃを通してじっくり遊びこめる環
　境づくりをしていく
●子どもの年齢や発達によって、おもちゃ
　を置く場所、種類を変えていく
●日本の伝承文化や季節が感じられるよう
　なおもちゃや雰囲気作りを心掛け、利用
　者とともに楽しむ

遊

び

場

事

業

事業内容

●初めて来る人が利用しやすいように積
　極的に声をかける
●アンケートを実施し、事業を見直して
　いく
●単独で来た親子も楽しめる環境になる
   ように、また利用者同士がつながって
　いけるように、スタッフが積極的に関
　わりを持つ

手作りおもちゃ

おもちゃ病院
おもちゃイベント
ワークショップ

みどりのこども館まつり

おもちゃとの関わりを通して、ぐるりんが親子でじっくり遊びこめる場、人と人がコミュニケーションを育む場にしていく

相談

ホームページ・ブログによる情報提供

イ
ベ
ン
ト
事
業

情
報
提
供
事
業
相
談
事
業

遊びの提供 情報提供
●ホームページを適宜更新していき、誰で
　もわかりやすいよう努める。またブログ
　も利用し、イベントの様子など雰囲気が
　伝えられるようにする
●市内の諸施設や子育てに関する情報をい
　つでも見られるように資料を揃えておく

折り紙コーナー

クリスマスのお楽しみ
掲示板や図書、カタログによる情報提供

ぐるりんだよりの発行
みどりのこども館だより

　ハビット×ぐるりん
スタッフの相談

kyokai6
テキストボックス
資料４
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資料５ 

 

平成２４年度千川保育園 事業計画 

 

１．理念 

一人ひとりの子どもを大切にし“愛される喜び”“愛する喜び”を感じられる保育を創造します。 

 

２．基本方針 

・子どもの人格を尊重し、健やかな成長・発達を支えていきます。 

・保護者と共に子育てを考え合うコミュニケーションを大切にします。 

・地域とつながり、地域の子育て中の家庭を支援します。 

 

３．園目標 

・子どもが安心して生活し遊び、喜んで通える保育園 

・保護者が、安心して子どもを預けられる保育園 

・地域とつながり、ともにある保育園 

・職員と保護者がともに学びあい、育ちあう保育園 

 

４．保育目標 

・健康で生き生きとした子ども 

・意欲的に生活し、遊べる子ども 

・感性豊かな子ども 

・自分の思いを表現し、仲間とともにやり遂げたことを喜べる子ども 

 

５．本年度の主要な取り組み 

（１）子どもと保護者に負担と不安を与えないよう、保育内容と保育実践の継承 

① 園内研修 

② 保育環境プロジェクト 

③ 障害児保育を考える会 

④ 食と健康プロジェクト 

⑤ 飼育チーム 

（２）「０１２３はらっぱ」と協働しつつ地域とつながり、子育てを支援 

⑥ 保護者とともにプロジェクト 

⑦ 地域とともにプロジェクト 

 

（３）設置・運営主体変更しての検証 

⑧ 移管検証チーム 

 

（４）職員の人材育成 

       

（５）その他 

・園内運営会議（園長・副園長・主任）で、運営面と課題を出す。 

  ・関係機関との連携をとり、手立ての必要な子、養育困難な家庭の保育園としての適切な支援をし

ていく。 
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資料６ 

 

平成２４年度北町保育園 事業計画 

 

１．理念 

未来を担う子ども達の成長を願って、一人ひとりの子どもの人権を守り、最善の利益を追求します。 

 

２．基本方針 

・一人ひとりの個性を大切にし、力を十分に発揮できるように育てを支えていきます。 

・安全で安定した生活ができるように、環境を整えていきます。 

・保護者や地域と手をつなぎ、子どもたちの育ちを支え見守ります。 

・地域に開かれた保育園として、子育て支援事業に積極的に取り組みます。 

 

３．園目標 

・みんなが居心地よく、楽しい保育園 

 

４．保育目標 

・健康な子ども 

・自分が好きな子ども 

・意欲的な子ども 

・思いやりのある子ども 

 

５．本年度の主要な取り組み 

① 一人ひとりの子ども達の健やかな成長を支える。 

② 保護者の就労及び、育児を支える。 

③ 地域の中での子育ての拠点として子育てを支援する。 

 

６．園内検討委員会の取り組みについて 

① 父母との交流 

② 園内研修 

③ ５歳児保育プロジェクト 

④ 食育プロジェクト 

⑤ 地域子育て支援 

⑥ 乳児保育について 

⑦ 幼児保育について 

⑧ 移転改築に伴う事項 

⑨ その他 

・ 地域の教育関係の施設との連携を取っていく。 

・ 関係機関との連携を取っていくことで手立ての必要な子ども達、援助の必要な家庭を支援して

いく。 
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